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１　事業の概要

２　今後の事業の方向性

・文化財レスキューマニュアルの策定
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達成状況
の分析

１　文化財指定等件数は、前年以上の指定数（H30:22件、R1:26件）になったが、目標に届かなかった。
２　文化財修理等補助件数は、国補助事業が見込みどおり採択されたこと等により、目標を達成した。
３　歴史館利用者数は、開館25周年記念の企画展に多数の来館があり、目標を達成した。
４　歴史館の県内小学校による利用率は、利用を促す取り組みを継続したことにより前年度と同率だった
　　が、目標に届かなかった。

主な取組

✔　文化財総合対策
　　・分野ごとに県内文化財を調査し、保護・継承すべき文化財を指定
　　　県指定に当たっては県文化財保護審議会に諮問し、意見を聴いた
　　・指定文化財の現状把握や適切な管理のための文化財パトロールの実施
　　　（国県指定文化財約700件）

✔　文化財の修理及び防災事業補助金
　　・文化財の所有者や市町村等が実施する文化財の保存のための
　　　修理、防災対策や活用事業に対して補助
　　・国指定文化財の修理等事業に対しても、国に随伴して補助

✔　県立歴史館による歴史的資料の収集、保存整理、公開活用
　　・すべての国宝土偶５点を一堂に展示した「国宝土偶」展や、歴史館所蔵の優品を
　　　展示した「長野県立歴史館の名品」展など、開館２５周年を彩る企画展を開催

今後、事業
をどのよう
にしていき
たいか
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1,333件↗
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・歴史館の資料収集・保存、調査研究、公開等の業務や体制
（人員）の強化

・歴史館の機能充実（資料収集、保存、調査研究、県民へ
提供）

成果指標
設定理由

１　保護・継承、活用すべき文化財として位置付けるための文化財指定について、指定件数を成果指標
　　に設定
２　文化財を確実に保存・継承していくため、文化財補助件数を成果指標に設定
３　県立歴史館の事業の成果を表す指標として、利用者数及び県内小学校による利用率を成果指標に設定

合計（A) 373,577

総合的に展開する
重点政策

1-4 生涯を通じて学べる環境の整備

110,000人

H29年度

103,052人

事業の現状
・目指す姿
(予算編成時)

【現　　状】
・県民共有の財産である文化財の保護・継承を図るため、引き続き文化財の指定等を進めるとともに、所有者等による保
護・継承活動を支援し、同時に、文化財の活用も推進していく必要がある。
・県立歴史館での歴史的資料の収集、保存整理、公開活用を積極的に行うとともに、引き続き地域に貢献する取組みを実
施する必要がある。
【目指す姿】
・文化財指定により、文化財に対する県民の理解を深め、文化財を未来に継承していく意識を醸成し、所有者等による文
化財の保護・活用を支援し、文化財の確実な保護・継承を推進するとともに観光振興や地域振興を図る。
・県立歴史館による歴史的資料の収集、保存整理、公開活用を行い（Ｒ１＝開館２５周年）、心豊かな県民生活の実現と文
化の向上を図るとともに、地域に貢献する取組みを推進する。
【実施内容】
文化財の指定、文化財の保存修理事業への支援、埋蔵文化財保護対策、県立歴史館管理運営

区分（単位：千円） H30年度 R１年度

No 成果指標

1

3-3 心豊かな暮らしを実現する文化芸術の振興

・所有者等が行う文化財の修理・防災への支援等の強化 ・補助制度等を文化財所有者へ周知、補助金の確保

・火災や災害時の文化財レスキュー体制の構築

□当初要求　□当初予算案　□補正予算案　　■点検

bunsho@pref.nagano.lg.jpE-mail

総合５か年計画（しあわせ信州創造プラン2.0）

８つの重点目標

課・室

事業番号 15 07 03 事業改善シート （令和元年度実施事業分）

事　業　名 文化財保護事業費
部局 教育委員会事務局

実施期間 S25

文化財・生涯学習課

309,869

648前年度繰越
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310,517

達成

未達成

達成

0
達成状況

 決　算　額（B）
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文化財指定等件数

3

2 文化財修理等補助件数

県立歴史館利用者数

県立歴史館の県内小学校
による利用率 未達成

目標値H30年度 R１年度

1,358件↗

49件↗

101,324人↘ 121,780人↗

51%↗ 51%→
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・常設展示の管理運営
・開館25周年記念企画展（収蔵品展、秋季企画展、特別企画土偶展）
の開催
・「お出かけ歴史館」の実施（７回）

2 考古資料事業費 直接
・考古学講座の開催（３回）
・埋蔵文化財巡回展の開催（３回）
・館蔵写真資料のデジタルバックアップ（7,000枚）

3 文献史料事業費 直接
・古文書講座の開催（25回）
・信州にゆかりのある歴史資料の購入（19点）

3
千円

細事業
No.

No. 細事業を構成する主な取組
実施
方法

令和元年度　実施内容（実績）

1
総合情報及び企画展等事
業

直接

210,665 189,701

千円

Ｈ30年度 Ｒ１年度
決　算 決　算

細事業名

県立歴史館事業

2 美術刀剣類保存講習会
負担
金

・日本美術刀剣保存講習会の開催（２回）

2
531 619

千円 千円
銃砲刀剣類登録及び公開事業

No. 細事業を構成する主な取組
実施
方法

令和元年度　実施内容（実績）

1 銃砲刀剣類登録審査会 直接 ・銃砲刀剣類登録のための審査会開催（８回）

・文化財の所有者が実施する文化財の保存修理や防災対策、活用事業
に対する補助（49件）

・埋蔵文化財の保護ための埋蔵文化財包蔵地パトロールの実施（400
箇所程度）

Ｈ30年度 Ｒ１年度
決　算 決　算

細事業名

千円
文化財総合対策事業

補助
金

委託

教育委員会事務局 課・室 文化財・生涯学習課

細事業
No.

部局事　業　名 文化財保護事業費

□当初要求　□当初予算案　□補正予算案　■点検

細事業名

事業番号 15 07 03 細事業一覧 （令和元年度実施事業分）

1
120,535 108,960

千円

Ｈ30年度
決　算

Ｒ１年度
決　算

直接

令和元年度　実施内容（実績）

・文化財指定のための調査、審議会開催（２回）
・指定文化財の現状把握や適切な管理のための文化財パトロールの実
施（国県指定文化財700件程度）
・文化財保護研修会の開催（２回）

細事業
No.

No.

1

2

3

実施
方法

細事業を構成する主な取組

文化財総合対策

文化財の修理及び防災事
業

埋蔵文化財保護対策
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